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■ 東北大学MOOC（大規模公開オンライン講座）サイエンスシリーズ「放射線安全社会入門
―リスクの知見を暮らしに」を開講 (期間: 2023年1月11日から同年3月14日, 内容：放射線や放
射性物質の基礎に加え, 理学, 医学, 工学を専門とする教員個々の放射線に関する認識を紹介,
受講者数: 823名 (3年間で延べ2,947人) )
開講期間においては、受講者からの質問等に逐次応えるとともに、閉講にあたり講師から
のメッセージを受講者に伝えた。現在、同講座を英語化に向けた整理を進めている。
■本年度からは上述の講座を学内の全学教育科目先進科目-カレントトピックス科目(全学部の1
年生を対象)としてISTU（本学のDigital Campus システム）を利用して初めて開講 (343名の履修(文
系112名、理系231名) . 同科目を開講するにあたり最終課題を新規に検討し、本講義に活用した。

MOOCコンテンツ：目的,  第1週「放
射線の基礎を学ぶ」, 第2週「放射線
と社会」, 第3週「医学と放射線」,
第4週「地球科学と放射性廃棄物」
(第1週、第2週を理学研究科田村裕
和教授, 第3週を医学系研究科細井義
夫教授, 目的と第4週を工学研究科新
堀雄一教授が担当)講座の一コマ（上）と担当し

た学内講師陣(右）
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■第7回C4セミナーの開催（本セミナーは、学外の研究者からご講
演を頂き、意見交換を通じて、参加者の各々持つ放射線に関する
相場観の共有に繋げることを目的としている。最終的には前述の
講座の見直しに反映する）
日 時：2022年10月5日(水) 16:30-18:00 (38名出席）
座 長：東北大学大学院医学系研究科細井義夫教授
講演者：量子科学技術研究開発機構放射線医学研究所放射線影響
研究部生活圏核種移行研究グループ田上恵子先生
演 題：食品モニタリングデータから考える森林生態系内でのセ
シウムの長期挙動 ～イノシシに着目した場合

■福島での現地研修を含む実習プログラムの検討・開発.
大阪大学が中心となって実施している「福島浜通り環境放射線

研修会」に、当グループの教員2名と東北大院年1名（本C4実習プ
ログラムのTA予定者）が体験参加し(R4年度9月) 、現地研修を含
む実習プログラムの検討を行った。
次年度はこれらの検討を基盤に、東北大学部生10名程度を対象

に、前述のMOOC講座等も活用したゼミ、放射線測定実習、およ
び福島浜通り環境放射線研修会への参加を組み合わせたプログラ
ムを実施する方向でさらに検討を進める。

第7回C4セミナー案内

MOOC講義に関連する現地研修
を含む実習プログラムの検討
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